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号証 標目 作成年月 作成者 立証趣旨

乙３６７ 回答河||流出モデ
ル･基本高水の検証

に関する学術的な評

価一公開説明(質疑）

写し H23.9.28 日本学if会議 平成２３年９月２８日に日本
学術会議が開催した「ｲFipll流
出モデル･基本高水の検証に
関する学iii的な評価一公開説
明会」で1型i肺さjlTﾉた一般から
の質疑に対する回答を説明す
る資料

乙３６８ 公開説明会ＷＦｉＤｉＩ流
出モデル･基本高水

の検証に関する学術
的な評I、議事録

写し H23.9.28 日本学術会議 平成２３年９月２８日に日本
学術会議が開催した[河)||流
出モデル･基本高水の検証に
関する学術的な評価一公開説
明会｣の各委員の説明及び一

般参ｳﾘ膵勃国らの質問に対する
各委員の回答の議事録

乙３６９ 新たな流出計算モデ
ル(詞を用いた流出

計算の実施（日本学

術会議河||流出モ

デル･基本高水評価

検討等分科会第８
回分科会資料１

1）－樹牢

写し H23.6.1 国士交通省 流出計算に用いた３９'｣､流I或
の流I或定数（Ｋ，Ｐなど)の

一覧表（7頁）

乙３７０ Ｋ、Ｐの設定鋪
足）について（日本

学術会議河||流出

基本高Zk評

価検討等分科会第

9回分科会補足資
粉一抜粋

写し H23.6.8 国士交通省 最大流量のi111ｺk及び中規模程
度の洪水で定めたＫ，Ｐ一覧
表で最大流量の拱水で設定さ
れﾌﾟ亡Ｐが０．６に〕丘づいてい

る事実（５頁）
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号証 標目 作石jを年月 作成者 立証趣旨

乙３７１ 禾Ｉｊ根''１源流流域への

流峨革t1fﾓﾃﾞﾙ適用
に関する参考意見一

第一部有効降雨分
離と波形変換解t斤に
ついて－（日本学術

会議｝可||流出モデ

ル･基本高水評価検

討等分ﾗFl会第９臣

分f2I会資料2）

写し H23.6.8 日本学Ni会議河

｣||流出モデノレ．

霧;!i董窒鬘
谷誠・窪田１１頂ｴＰ

[尉客流出率を１とするの安
全でもあり適切である考え

る｡」との谷・窪田委員の見

解（１３．１４頁）

乙３７２ 関良基証人尋問調書 写し H24.8.7 東京高等裁半ﾘﾗfｆ 関証人が流出ﾓデル（貯留関

数法）に用いている流域定数

Ｋ，Ｐの科学的な意床を理解

していない事実

乙３７３ 日本学術会議iiiDll流

出モデノレ・基本高水

評1面i等分科会(第４
回）講演録･抜粋

写し H23.3.29 日本学術会議 日本学術会議において，関参

考ＭＨ自ら流出解t)fの専Pq家

ではないと述べている事実

乙３７４ 1947カスリーン台風

幸R告書一抜粋

写し H22.1 中央防災会議

（災害教司||の継

承に関するz割ﾖﾋﾟ｜

調査会）

カスリーン台風Ｉこより禾|｣根)|｜

上流域で甚大な被害があった

事実を伝える報告書

乙３７５ 昭禾ﾛ２２年９月ﾌｔﾌ水

害の実相

写し 群馬県 カスリーン台風により禾lj根)|｜

上流或で甚大な被害があった

事実を伝える報告書及び被害

状i兄の写真

乙３７６ 報道写真集カスリー

ン台風一抜粋

写し H9．９．１６ カスリーン台風

写要匹集刊行雲冒員

会

カスリーン台風こよる禾|｣根)|’

上流域での被害状況の写真
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号証 標目 作成年月 作成者 立証趣旨

乙３７７ カスリーン台風から

５０年忘れられぬ

あの日一抜粋

写し H10．１．３０ 群馬県 カスリー

上流I或で

乙３７８ 馬淵大臣会見要旨 写し H22.115 国士交通省 馬淵国士交通大臣（当㈲が

河11整備基,本方金{策定時の基

本高水が２２，０００ﾄﾝありき検討

であることに言及し，流出モ

デルの検証を河||局に指示し

た事実

乙３７９ 社会資本整備審議会

河||分fEl会（第４４

回）議事録

写し H23.9.5 国士交通省 社会資本整備審議会河||分

科会（第４４回）において手|」

樹||の基本高水について22,0

00,3/sに据え置くこと力植当

であると判断された議事録

乙３８０ 関する 写し H18.2 国士交通省 手|｣根Ⅱ|の堤防値轄区間）は

９５％概成（完成,暫定）し

ていること

乙３８１ 利根)||の整備状況

（容量評価）に関す

るi資料

写し H15.10.29 関東地方整備局 禾MfUllの１百]道容量の85.5~186

kmまでの整備率が99%，河口

～85.5hnまでの整備率が88.4

%，などとする報告

乙３８２ 写し H19．２．２５ 財団法人国士技

術研究センター

編

｣急坊の高さは，しかるべき余

裕をとる必要があること

乙３８３ 逐条#i罰i;iiD1l法解説

一抜粋

写し H18.12.12 河||法研究会編

箸
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号証 標目 作成年月 作成者 立証趣旨

乙３８４ 国土交通首所管公共

事業の再評価実施要

領

写し H23.4.1 国土交通省 国士交通省所管公共事業の再

評価実施要領

乙３８５ f台冗k経済調査マニュ

アル(案）

写し H17.4 国士交通省 再評価実施要領に基づき，治

水事業について標準的な治水

;径済調査方法を定めたマニユ

アル(案）

乙３８６ ハツ場ダム建設事業

の検証に係る検討

｢費用便益ﾋﾋ算定」

写し H23.11 関東地方整備局 八シ場ダム建設事業の検証lこ

係る検討｢費用便益比算定」

に関する計算書

乙３８７ 衆議!完員塩｣||鉄|｣］君

提出八シ場ダムの費

用対効果に関する質

問に対する答ｦ字書

写し H23.11.25 内閣総理大臣 国士交通省は会計検査院の

指摘を踏まえ,年平均被害軽

減期待額の算定方法につい

て，最新のデータを踏まえた

浸水深Bijの被害率の検討等の

処置を講じていること

乙３８８ 公共事業の評価 写し 国士交通省 国士交通省所管公共事業の再

評価の仕組みを説明している

ホームページ

乙３８９ ハツ場ダム建設事業

(再評価）（資料１

－２関東t(h方整備

局事業評|Ⅱ監i同委員

会（平成１９年度第

3回）

写し H19.12.21 関東地方整備局 ｴiZ戒１９年１２月の関東Hh方

整備局事業評価藍i員委員会に

おける八シ場ダム建設事業に

おける再評価資料（治水に関

する費用便益比の算定）
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号証 標目 作成年月 作成者 立証趣旨

乙３９０ 八シ場ダム建設事業

(再評価）（資料１

－２関東地方整備

局事業評価監i貝委員

会(平成２０年度簾

3回）

写し H21.2.24 関東地方整備局 平成２１年２月の関東〕tワラ整
備局事業評価監視委員会にお
ける八ｼ場ダム建設事業にお

ける再評１面資料９台水に関す

る費用便益比の算定）

乙３９１ カスリ

害

_ン台風の被 写し 関東Ｎｉ方整備局 カスリ －ン台風による河||被

害（堤防決壊･破壊,堤防崩
壊,堤防i局k）一覧表（直轄
区間）


